




















































































たとえば， C. ノブス ([12]， p. 118)は，会計基準の国際的調和化の利点
を次のように指摘している 30
3 この他にも多くの論者により，会計基準の国際的調和化の必要性あるいは利点が次のよ








































































































て採用している(1 A S C，198)。ジャマイカおよびシンガポールは， 1 A S 
を大幅に取り入れて圏内基準を形成した。発展途上国は，経済運営および資本





























































































































































なお， J.プレイクとA.オリオル ([4]， p. 10-11)は，会計基準の設定
にさいして，その経済的影響が考慮されているのが現実であるが，経済的影響
を考慮すべきか否かに関しては意見が分かれていることを次のよう指摘してい












の問題についての直接的な知識を有していたことを指摘している。 UKにおいては， AS 
Cは，そのような問題によって容易に影響されるように思われないように案じていた。た
とえば， AS Cは，繰延税に対して全面的配分法を規定した SSAPllを撤回し，部分的
配分法だけを規定した SS A P 15に置き換え，その立場を太きく転換した。 UK政府会計
機関の長官は，このことを政府が産業界からのロビー活動に応えてASCに影響を与える
ため圧力を加えた lつのケースであると述べた。にもかかわらず， AS Cの会長は，この
変更は，『不当な圧力によるものである』ことを否定し続けている。」













































































8 岡田助教授 ([14J，167-169頁)は， ドイツにおける逆基準性について，「確定決算主義
は，ドイツにおける『税務貸借対照表の商事貸借対照表に対する基準性の原則JI(Grundsatz 







































外の法規定を用いると解される。租税一般局官報 (Bulletin officiel de la direction 




























































なお， OECDの『会計基準調和化第 3 号報告書~ ([15J， p.45)によれば，
OECD加盟国は，表 1のように課税所得の計算方式(統一申告方式と分離申
告方式)を採用している。













































































































プロセスを会計基準の r国際化~ (Internat ional izat ion)と呼ぶであろう。Jと述べている。





は， EC委員会および理事会からの超国家法規と結合する用語である。基準化は， 1 A S 
Cと結合する用語である。実際上の効果は， ECの『調和化』は， 1 A S Cの『基準化』よ
り強力で、ある。」と述べている。
また， ]. S. W. タイとR.H.パーカーは， rlF調和化j(harmonization) と『基準
化~ (standardization) という用語は，会計実務や会計文献においてかなり暖昧に使用さ
























また， A.ベルカウィ ([2J，p. 57-58)は，調和化と基準化という用語に
ついて，「調和化 (Harmoniza t i on)は，長い間，完全な基準化 (standardization)
む・・・。したがって，調和と統一性は， 2つに分けられるものではない。図lに示されて
いるように，前者は，多様性と統一性という両極の状態を除く，これら 2つの状態の間に























「経二位 (Uniformi ty) とは，すべてのことが規則的であり，同質的であり，
多様性のない状態である。それは，同一性を意味し，この意味ですべての会計
原則および実務が同一で、あることを意味する。
基準 (Standards) とは， 1つの権威づけられた測定単位モデルである。した
がって，会計における基準化に向けての試みは，会計処理方法における統一性
を導入する試みである。


































①完全統一化モデル (Absolute Uni formi ty Model)，このモデルによれば，
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